
 

 

 

 

公社債・エクイティ市場の動向について 

（2023年度第３四半期：2023年 10月～12月） 

 

 

2024年 1月 

日本証券業協会 

市場統計業務室  



 

 

（ 目 次 ） 

１．公社債発行市場の動向について ........................................................................................ 1 

(1) 公社債の発行額の状況 ........................................................................................................................................................... 1 

(2) 国債の発行額の状況 ................................................................................................................................................................ 1 

(3) 国債以外の発行額の状況 ..................................................................................................................................................... 3 

２．公社債流通市場の動向について ........................................................................................ 4 

(1) 公社債店頭売買高 ...................................................................................................................................................................... 4 

(2) 債券レポ取引（現先・現担取引残高） .................................................................................................................. 13 

３．エクイティファイナンスの動向について ....................................................................... 14 

(1) 全国上場会社の公募増資等の状況 ............................................................................................................................. 14 

(2) 全国上場会社の売出しの状況 ........................................................................................................................................ 17 

 



1 
 

１．公社債発行市場の動向について 
(1) 公社債の発行額の状況 

 

 

 

  

2023 年度第３四半期（2023 年 10月～12 月）における公社債の発行額のうち、国債については、各月 17兆円から 19

兆円台で推移し、前年同期比ベースでは、およそ 1.8 兆円減の 54.1 兆円となった。 

また、国債等以外の 2023 年度第３四半期における発行額については、特に社債において昨年 12月のような大型起債（ソ

フトバンクによる約 3,850 億円の起債）がなく、減少幅が大きくなったことから、前年同期比ベースでおよそ 0.5 兆円減

の 6.7 兆円となった。 

その結果、公社債全体の今期の発行額としては、前年同期比ベースでおよそ 2.3 兆円減の 60.8 兆円となった。 

（単位：兆円） 2022/10 2022/11 2022/12 2023/01 2023/02 2023/03 2023/04 2023/05 2023/06 2023/07 2023/08 2023/09 2023/10 2023/11 2023/12
国債 18.5 19.2 18.2 20.8 20.1 19.1 15.3 16.4 15.5 16.4 15.4 16.3 17.1 18.0 19.0
国債以外 2.6 1.4 3.2 1.0 2.0 1.9 2.3 1.8 3.6 3.6 1.5 3.3 2.4 2.0 2.3

合計 21.1 20.6 21.4 21.8 22.2 21.0 17.6 18.2 19.0 20.0 16.9 19.6 19.5 20.0 21.3

（注1） 「発行額」については、国内で発行された公募の公社債の発行額を集計対象としている。

（注2） 単位未満の金額については、原則として四捨五入しているため、合計の金額と内訳の計が一致しない場合がある。
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(2) 国債の発行額の状況   
 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度第３四半期（2023 年 10 月～12 月）の国債発行額は、17兆円から 19兆円の水準で推移し、第２四半期（2023

年７月～９月）と比較して、各月とも増加傾向となっている。 

種類別の発行額を見ると、令和５年度国債発行計画において、特に発行時期・回数の定められていない６か月未満の割引

短期国債（国庫短期証券）の発行が第３四半期に比較的集中したため、国債全体の発行総額を押し上げた。 

一方、前四半期において発行額の増加が見られた長期債については、40 年国債の発行が第３四半期中１回のみであった

ことから、小幅ながら減少した。 
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(3) 国債以外の発行額の状況  
 

 

 

 

 

 

 

2023年度第３四半期（2023年10月～12月）の合計金額ベースの国債以外の発行額は、6.7兆円となり、第２四半期（2023

年７月～９月、8.4兆円）から大幅な減額となった。 

今期の減額要因は、それまでは日本銀行の金融政策変更を意識して将来的な金利上昇を見込んだ社債発行の増加が国債以外

の債券の発行額を押し上げていたが、今期に入ってからは金利上昇を受けて社債発行コストが上昇してきたことから、これまで

の前倒し・駆け込み的な社債発行が落ちついたことが主な要因と考えられる。 
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２．公社債流通市場の動向について 
(1) 公社債店頭売買高 
① 公社債店頭売買高（国債・国債以外）の状況 

 

 

 

 
 

 

 
 

2023 年度第３四半期（2023 年 10 月～12 月）の公社債店頭売買高（各月ごとの合計額）は、5,000 兆円程度の高い売買

高水準が継続した。 

また、四半期ごとの合計金額ベースでは、統計開始以来、過去最高額となった前期（2023年度第２四半期合計：14,264兆円）

から更に増加（前期比：＋856兆円）した。 

この結果、今期の公社債店頭売買高（第３四半期合計15,120兆円）は、過去最高額を更新した。 

店頭売買高が大きく増加している理由は、外国人が買い越しを続けていることに加え、取引の相手方となっている債券ディ

ーラーによる売買の増加が主な要因となっている。 
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② 国債店頭売買高の状況  

 

 

 

2023 年度第３四半期（2023 年 10月～12 月）の国債店頭売買高は、各月とも 4,900 兆円超の高い売買高水準を維持

した結果、第３四半期の合計金額ベースで 15,108 兆円となり、前期に引き続き、統計開始以来、四半期ベースでの過去

最高額を更新した（これまでの過去最高額は、2023 年度第 2四半期（2023 年 7月～９月）の合計 14,251 兆円）。 

国債店頭売買高が増加した要因として、投資家別の売買動向を見ると、外国人とその相手方である債券ディーラーの売

買高の伸びが目立っている。 
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③ 国債以外の店頭売買高の状況 

 

 

 

 

 

2023 年度第３四半期（2023 年 10月～12 月）の売買高（11兆 6,408 億円）は、2023 年度第２四半期（７月～９月、

12兆 7,153 億円）から１兆 745億円減少した。 

国債以外の債券の売買動向については、種類別に見て大きな変動が認められたカテゴリーはなく、また、投資家別に見

ても国債の店頭売買高において大きな存在感を示した外国人や債券ディーラーのような目立った投資主体も存在しない状

況となっている。 
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④ 主要投資家別の公社債店頭売買高(グロス。国債バスケットを含む。)の状況 

 

 

 

 

主要投資家別の店頭売買高（グロス）では、外国人の売買高が引き続き高い水準を維持しており、四半期ベースの合計

額としても毎期増額傾向となっている。 

特に、2023 年 12 月の外国人の売買高は、1,772 兆円と前期に引き続き、外国人による月間の公社債店頭売買高の過去

最高額を更新した（これまでの最高額は、2023 年８月の 1,753 兆円）。 
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⑤ 主要投資家別の公社債店頭売買高(ネット。一般売買高の差引額)の状況 

 

 

 

 

主要投資家別の店頭売買高（ネット）では、グロスベースでも大きな売買主体となっている外国人による買い越しが

続いている。 

その他の投資家別の売買動向としては、都市銀行については 2023 年６月から４か月連続で買い越しを続けていたが、

同年 10 月、11 月は売り越しに転じた。 

また、信託銀行については、2022 年７月以降、18 か月連続で買い越しを続けている。 



12 
 

投資家別の店頭売買高（グロス・ネット） 
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(2) 債券レポ取引（現先・現担取引残高） 
 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度第３四半期（2023 年 10 月～12 月）の債券レポ取引（現先・現担取引残高）の残高は、四半期の残高合計で

およそ 1,013 兆円となり、2023 年度第２四半期（合計 906 兆円）からおよそ 107 兆円増加した。 

2023 年 12 月には、銘柄後決め取引以外の条件付売買（現先）の残高が、統計開始以来の最高額（234 兆円）となり、

また、四半期の合計金額ベースの残高としても 338 兆円と過去最高の水準となっている。 
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３．エクイティファイナンスの動向について 

(1) 全国上場会社の公募増資等の状況 
① 国内・海外の状況 
  
 
  
 
 

 

 

2023 年度第３四半期（2023 年 10 月～12 月）における全国上場会社の公募増資等の状況は、調達額ベースで合計 5,176

億円となり、2023 年度第２四半期（2023 年 7月～９月、合計 5,033 億円）から 143 億円の増額となった。 

前期は JFE ホールディングス（900 億円）やダイフク（600 億円）といった CB 発行の大型案件があったが、今期も太

陽誘電（500億円）、神戸製鋼所（500億円）、オーエスジー（220億円）といった大型案件が続いており、CBによる資金

調達が今期の調達額を押し上げた。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 
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(2) 全国上場会社の売出しの状況 
① 国内・海外の状況 
 

 

 

 

 

 

 

2023 年度第３四半期（2023 年 10 月～12 月）の売出額（国内・海外合計）については、合計額が 11,907 億円となり、

前期（2023 年７月～９月、4,673 億円）と比較すると 7,000 億円超の大幅な増額となった。 

前期は、2023 年７月は、株式会社ソシオネクストの売出し（1,851 億円）という大型案件があり、売出額を押し上げて

いたが、今期も、株式会社デンソーの売出し（総額 6,101 億円）という際立った大型案件があったため、特に 12 月は突出

した金額となった。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 

 


